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1. 学校の教育目標 

本校は、一流の柔道整復師・鍼灸師を養成する教育機関として、社会に貢献でき

る医療人を育成するとともに、日本の産業界で即戦力として活躍できる人材を育成

することを教育目標としている。かかる目標を達成するために実務教育を実践でき

る教授陣を揃えるとともに、学校設備を充実・刷新することで、より実践的な教育

を実現していくことを目標としている。 

    

2. 本年度の重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

本年度は、臨床現場で役に立つ教育を充実させることを重点的な目標とする。 

現場のニーズに応えるために、カリキュラムの工夫は勿論、臨床経験豊富な実務

家から学ぶ実践的な教育を行い、即戦力となる人材の育成に取り組んでいく。 

 

3. 評価項目の達成及び取組状況 

（1） 教育理念・目標 

評価項目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

①学校の理念・目的・育成人材像は定められているか 

 （専門分野の特性が明確になっているのか） 
4     3     2     1 

②学校における職業教育の特色は何か 4     3     2     1 

③社会経済のニーズ等を踏まれた学校の将来構想を抱いているか 4     3     2     1 

④学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想等が学生・保

護者等に周知されているか 
4     3     2     1 

⑤各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニ

ーズに向けて方向づけられているか 
4     3     2     1 

a課題 

創立以来、一貫して職業人の育成を目標に掲げて実践してきたところである。 

しかし、学校の取組について学生や保護者に伝えきれていないところが反省点で

ある。様々な手段を使いながらこの点をクリアして行くことが課題となる。 

 

b今後の改善方策 

学校の取組への理解を深めて頂けるように、保護者会やその他のチャネルを使い

情報共有できる努力を継続していくことで、この課題を克服していきたい。 
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（2） 学校運営 

評価項目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

①目的等に沿った運営方針が策定されているか 4     3     2     1 

②運営方針に沿った事業計画が策定されているか 4     3     2     1 

③運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されている

か、有効に機能しているか 
4     3     2     1 

④人事、給与に関する規定等は整備されているか 4     3     2     1 

⑤教務・財務等の組織整備等、意思決定システムは整備されてい

るか 
4     3     2     1 

⑥業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されて

いるか 
4     3     2     1 

⑦教育活動等に関する情報公開が適切におこなわれているか 4     3     2     1 

⑧情報システム化等による業務の効率化が図られているか 4     3     2     1 

a課題 

意思決定に齟齬が度々生じていることが課題である。組織や命令系統は明確化さ

れて改善努力をしているものの、徹底されていない部分があり、この点は教育活

動のみならず対外的にも影響がある。 

   

 

b今後の改善方策 

学内での研修等で課題の克服と徹底を行っていきたい。教員の若年化と一部に社

会経験が浅いこともあり、この点において様々な問題点が発生してきている。 

この原因は学内教育により改善できる余地が十分にあると考えている。 
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（3） 教育活動 

評価項目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定され

ているか 
4     3     2     1 

・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修学

年限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にさ

れているか 

4     3     2     1 

・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 4     3     2     1 

・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラ

ムや教育方法の工夫・開発等が実施されている 
4     3     2     1 

・関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携、カリキュ

ラムの作成・見直し等が行われているか。 
4     3     2     1 

・関連分野における実践的職業教育（産学連携によるインター

ンシップ、実技、実習等）が体系的に位置づけられているか 
4     3     2     1 

・授業評価の実施・評価体制はあるか 4     3     2     1 

・職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか 4     3     2     1 

・成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になって

いるか 
4     3     2     1 

・資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的

な位置づけはあるか。 
4     3     2     1 

・人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる用件を備

えた教員を確保しているか 
4     3     2     1 

・関連分野における業界等との連携において優れた教員（本

務・兼務含む）を確保する等マネジメントが行われているか 
4     3     2     1 

・関連分野の先端的な知識・技能等を修得するための研修や教

員の指導力育成等資質向上のための取組が行われているか 
4     3     2     1 

・職員の能力開発のための研修等が行われているか 4     3     2     1 

a課題 

 外部関係者からの評価については評価方法を含め改善の余地がある。 

また、教育の質の向上のため、教員及び職員の研修制度のなお一層の充実や年次

計画を立てる課題が残される。 
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b今後の改善方策 

学校関係者評価については文科省のガイドラインに沿って実施をしていく。 

教職員研修制度はあるものの、業務の兼ね合いで受講できない等の理由が生じてい

るため、受講できる業務の調整を図り改善していく。 

 

 

（4） 学修成果 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

①就職率の向上が図られているか 4     3     2     1 

②資格取得率の向上が図られているか 4     3     2     1 

③退学率の低減が図られているか 4     3     2     1 

④卒業生・在校生の社会的な活動及び評価を把握しているか 4     3     2     1 

⑤卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善

に活用されているか 
4     3     2     1 

a課題 

就職率、資格取得率は適切なレベルには達している。退学率は改善が必要である。

卒業後の社会的評価の把握やキャリア形成への効果は、採用企業の人事評価報告を

得て把握に努めると共に、キャリア形成の効果を教育活動の改善に活用している。 

 

b今後の改善方策 

退学の理由は様々であるが、特には進路変更である。入学者の確保は経営課題では

あるが、入学してからの困難を考えれば、説明会等で入学希望者にしっかりとした

説明が必要である。また、学生一人ひとりに対して、より一層丁寧な指導を行って

いく。 

 

c特記事項 

今年度の柔道整復師、はり師・きゅう師の国家試験において、全国平均をはるかに

上回る合格実績を達成できた。 
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（5） 学生支援 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

①進路・就職に関する支援体制は整備されているか 4     3     2     1 

②学生相談に関する体制は整備されているか 4     3     2     1 

③学生に対する経済的な支援体制は整備されているか 4     3     2     1 

④学生の健康管理を担う組織体制はあるか 4     3     2     1 

⑤課外活動に対する支援体制は整備されているか 4     3     2     1 

⑥学生の生活環境への支援は行われているか 4     3     2     1 

⑦保護者と適切に連携しているか 4     3     2     1 

⑧卒業生への支援体制はあるか 4     3     2     1 

⑨社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 4     3     2     1 

⑩高校・高等専修学校との連携によるキャリア教育・職業教育の取

組が行われているか 
4     3     2     1 

a課題 

学生相談はクラス担任を中心に行われているが、全学的な相談体制が整備されてい

ないため、生活や経済的な問題や学生に対する包括的な問題を相談・対応できる体

制が必要である。 

 

b今後の改善方策 

方策として、出席率、学費滞納等の管理状況からも学生の変化に気づけるように事

務局と学科の連携強化を図り、包括的問題に取り組む。特に欠席遅刻の多い一人暮

らしをする学生には、家庭訪問を行い生活環境の改善に努めていく。 

 

c特記事項 

学校独自の入学及び進級時の特待生奨学金制度をもって経済的側面を支援すること

のみならず、学業成績優秀は表彰を行う等、学生のより一層の学習支援を行う。 
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（6） 教育環境 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

①施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるように整備され

ているか 
4   3   2   1 

②学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分

な教育体制を整備しているか 
4   3   2   1 

③防災に対する体制は整備されているか 4     3     2     1 

a課題 

学内外の実習施設には過不足はないものの、学外での実習体制をより一層充実させ

なければならない。 

 

 

b今後の改善方策 

学外での実習体制については、既に数箇所の実習施設の確保を終えているが、本学

の教育理念等を伝えていく必要がある。実習は行ったが中身が伴っていなければな

らない。これについては各教員が丁寧に伝え、教育体制の充実を図っていきたい。 

 

c特記事項 

臨床実習を実施できる施術所と指導教員の拡充を行った。 

 

（7） 学生の受け入れ募集 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

①学生募集活動は、適正に行われているか 4   3   2   1 

②学生募集活動において、教育成果は正確に伝われているか 4   3   2   1 

③学納金は妥当なものとなっているか 4   3   2   1 

a課題 

学生募集の活動において、入学後のよいスタートを切ってもらうために、入学前の

事前学習会を行い、遠方の学生にはオンラインで学習できる体制も整えている。 

しかし入学者の一部に進路変更による退学者がいることは、結果教育成果が伝わっ

ていない課題も残る。 
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b今後の改善方策 

学校説明会時に、在校生からのリアルな学校生活の体験談や卒業生後の職業のイメ

ージをもってもらうための卒業生の経験談を伝え、ビジュアルでも見せていくこと

でなお一層の理解を深めてもらう方策を取る。 

 

（8） 財務 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

①中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 4   3   2   1 

②予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 4   3   2   1 

③財務について適正に行われているか 4   3   2   1 

④財務情報公開の体制整備はできているか 4   3   2   1 

a課題 

当校を設置する学校法人創志学園において財務基盤は安定しており、問題はない。

財務情報公開についても体制は整備されており、透明性は確保されている。 

 

b今後の改善方策 

今後もこれまで通りの財務情報の公開を継続していく。 

 

（9） 法令等の遵守 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

①法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされている

か 
4     3     2     1 

②個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 4     3     2     1 

③自己評価の実施と問題点の改善を行っているか 4     3     2     1 

④自己評価結果を公開しているか 4     3     2     1 
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a課題 

自己評価結果の公表をＨＰ等で一般に公表することにより、本学が置かれている状

況を広く一般に告知することで、より一層の教育体制等の充実を図っていきたい。 

 

 

b今後の改善方策 

今回の自己評価をもとに次年度において学校関係者評価を実施して、同様に公開を

していく予定である。 


